
第2回

「まちの現実を考える」

－将来の課題（不安の種）を把握して
未来の物語を考える－

令和元年９月２６日
阿賀町公民館講堂
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本日のプログラム

◆誰のために何をしたいのか？ 【グループワーク】

◆なぜそうしたいのか？ 【町の現状から考える】

◆向かっている未来が近い人を探そう

◆未来日記を書く
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現状
ありうる
未来

ありたい
あるべき
未来

何を解決するのか？

解決策は？
どうやってやればいい？
何ができる？

誰がどうなって
いてほしい？

「可能性の高い未来」ではなく、
「こんな風になったらいいな！という未来」
を考えましょう！
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前回・・・同じまちづくりの種を持つ人を探す

この町で何をしたいのか

🤔誰がどうなっていることが、
この町で住む幸せの実現なのか？

この町の未来（ありたい姿・あるべき姿）の
ゴールは何か考えてみましょう。

🤔どうしてそれが、
この町で取り組まねばならないことなのか？

これは「目的」
ではなく

…「手段」
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①誰のために…？
②そう思ったきっかけは？

何を解決したいのか/何をどうしたいのか
望ましい未来の阿賀町はどんな町であってほしいのか

【未来日記】

💡グループワークで考えます。 💡まちの現状を見て考えま
す。

④そのためには何をやりたいのか（手段）

本日のワーク

③なぜその事業をやるのか？

5



①誰のために…その人がどうあってほしい？

③現状、〇〇が〇〇だから②のように思ったのか？

②そう思ったきっかけは？（経験・感じたこと）

望ましい未来の阿賀町はどんな町であってほしいのか【未来日記】

④そのために何をやりたいのか（手段・解決策）

🤔

🌏

🤔
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ほかの人が見やすい大きさの文字で
書いてください



7

2⃣



誰のためにやってあげたい？

そしてその人がどうあってい
てほしい？

個人のワークの時間を設けます。
そのあとグループで話し合いましょう。
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まずシートの①、②を考えてみましょう

①誰のために…
その人がどうあってほしい？

②そう思ったきっかけは？
（経験・感じたこと）

①、②についてグループで
話し合いましょう
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町の現状を数字で知る

－データから今の阿賀町を知る－

このまま何もしないと5年後、10年後

どうなっているのか

③④を考えるために…
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◆将来人口推計【国立社会保障・人口問題研究所 公表】

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

10,210 8,831 7,584 6,941 5,495 4,593

◆平成17年度（合併した年度の10月に実施）国勢調査における各地域の人口

町全体 津川地域 鹿瀬地域 上川地域 三川地域

14,703 4,953 2,581 3,182 3,987

→2030年には合併時の約半分の人口
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2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

総世帯数 5,208 5,073 4,860 4,472 4,151 3,772 3,411

6歳未満同居 490 453 273 211 89 37 8

18歳未満同居 1,245 1,100 892 702 530 381 285

65歳以上単身 575 679 786 862 785 716 641

夫婦のみ 高齢者 881 779 766 711 650 570 498

三世代同居 1,150 1,054 852 652 516 408 327

一般世帯人口 15,412 14,423 12,969 11,317 9,720 8,226 6,891

◆世帯数の推移と予測（2000-2015国勢調査）

※2020-2030は2000-2015の国勢調査の数値から予測したもの
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高齢化率と18歳未満世帯同居率（2015国勢調査小地域集計）

若い世代は少ない
が、比較的高齢化
していない

比較的高齢化しておらず
高齢者を支える世代が地域
内にいる

高齢化が顕著で地域内
で高齢者を支える世代
が少ない

高齢化しているが、
高齢者を支える若い
世代が地域内にいる
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阿賀町
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財政力指数
指数が「１」 歳入と歳出のバランスが取れている状態
指数が「１」より大きい 歳入が歳出を上回りゆとりがある状態

（普通交付税不交付団体）
指数が「１」より小さい 歳出が歳入を上回り、財政的に苦しい状態

経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する指標。経常的な収入である一般財源が経常的
に必要な経費にどの程度充てられているかを表す。「70％-80％」が標準、
「80％以上」になると財政の硬直化が始まる。この比率が高くなるほど投
資的な事業や新たな施策を実施する余力がなくなる



「ありたい未来のまち」であるためには、

「まちのどんなこと」を

解決しなければならないのか？

グループで話し合いましょう。
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シートの③,④を埋めましょう。



向かっている未来が近いひと👥
を探そう！

① シートの「未来日記」の
部分を書きましょう
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向かっている未来が近いひと👥
を探そう！

②「向かっている未来が近いひと」を
探しに行きましょう
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共感、共鳴する人を見つけましょう。
【向かっている未来が近いひと】

2人から5人程度の
チームをつくります。
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みんなで未来日記

を考えよう
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①誰のために…その人がどうあってほしい？

③現状、〇〇が〇〇だから②のように思ったのか？

②そう思ったきっかけは？（経験・感じたこと）

望ましい未来の阿賀町はどんな町であってほしいのか【未来日記】

④そのために何をやりたいのか（手段・解決策）

🤔

🤔

🌏

🤔
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次回は

「まちづくりの種を育てるために
必要なこと」

何をどう取り組んでいくのか？
そのために必要なことは？
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